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解体特記仕様書

解体対象建物等一覧

解体建物-1　①指導所

解体建物-2　②蛍光管ストックヤード

解体建物-5　⑤物置１、⑥車庫２、⑦車庫３

解体建物-6　⑧物置２、⑨フロン回収小屋

解体建物-7　⑩分別指導所、⑪仮設トイレ、⑫既製品物置

解体建物-8　⑬物置３11

解体建物-3　②蛍光管ストックヤード（軸組図）

解体建物-4　③スプリング入製品置場、④車庫１

令和3年度松本市エコトピア山田建物解体工事

図面リスト

松本市　総務部　公共施設マネジメント課
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・受注者は工事の着手前に「再生資源利用促進計画」を提出し、監督職員の５. 再生資源利用 石綿等の取扱については，大気汚染防止法(昭和43年6月10日法律第97号) ２．除去工事 専門工事業者 <9.1.2(a)>１．一般事項　促進計画 承諾を得ること。また竣工時に  について   「再生資源利用促進計画」の実施状況記録を 共通事項 アスベスト含有建材の除去を直接行う専門業者については、工事に（以下，「大防法」という。）及び石綿障害予防規則(平成17年2月24日厚生
  提出すること。 労働省令第21号)（以下，「石綿則」という。）を遵守すること。 相応した技術を有することを証明する書類を監督職員に提出する。解　体　工　事　特　記　仕　様　書

施工調査 <9.1.1(d)> 作業主任者の選出 <9.1.2(b)>６．その他
・　行う　（大防法第18条の17により，同法の特定工事に該当するか 石綿作業主任技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者

事前調査を行うこと。調査結果は，図面等に記録し， 技能講習を終了したものの中から、「石綿作業主任者」を選任しなければⅠ　工  事  概  要
書面により発注者に説明の上，提出すること。 ならない。

１　工事名 特定工事に該当する場合，受注者は大防法第18条の15に
よる届出書の案を作成し，監督職員に提出すること。 除去作業者の教育 <9.1.2(c)>
調査の結果，設計図書と異なる場合は監督職員と協議する。) 作業者は、就業時に石綿則第27条に基づく教育を受けた者とする。

２　工　事　場　所 また、一般健康診断、石綿健康診断及びじん肺健康診断を受診した者と
調査事項

し、肺機能に異常のない者とする。
・　アスベスト含有建材等の使用部位
・　アスベスト含有建材等の種類，厚さ，面積 特別管理産業廃棄物管理責任者の選出 <9.1.2(d)>

３　除却対象 ・　施工範囲と工事範囲区分 排出業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを
・　排出等作業の方法 選任し管理しなければならない。
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１．仮囲い ・  設ける  （位置、延長等は図示）除却対象建築物等 構　造 階　数 延床面積（㎡）最高の高さ（ｍ） 建築面積（㎡） ・ ただし、アスベスト含有成形板の処理工事を除く。
・  万能鋼板  （H=          ） ・  波形鉄板  （H=          ）

調査結果を公衆に見やすいよう掲示すること。 表示及び掲示・  単管シート（H=          ）
・　調査結果・　事業場の名称 更衣室など見やすい箇所に次の表示及び掲示を行う。 <9.1.2(f)>・  防音パネル（H=          ）
・　調査者及び所属・　建築物等の種類 ※　アスベスト作業主任者名と職務内容
・　調査終了年月日・　調査方法 ※　関係者以外立入禁止・  シートゲート  （W=          H=          ）×      箇所
・・　発注者からの通知 ※　喫煙・飲食の禁止

※　「アスベスト除去作業中」の表示・  設けない
アスベスト含有分析 <9.1.1(d)> ※　アスベストの有害性２．騒音、防塵等 ※　設ける（適用範囲、高さ等は図示) [2.2.1]
・　行わない ※　取り扱い上の注意事項の対策 ・　防音パネル ・　防音シート
・　行う（分析結果は監督職員に提出する。） ※　使用すべき保護具・　設けない

４　そ　　の　　他 調査箇所　　　※　図示 ・　（　　　　　）
周辺住民の見やすい箇所に以下の表示を行う。３．交通誘導員 ・　配置しない 分析方法 ※　JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有測定法」
※　「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への

による。
届出内容、粉じん飛散抑制装置、曝露防止措置等）」

材　料　名 定性分析 定量分析４．監督職員 ・  設ける
・（試料数：　　　） ・（試料数：　　　） 保護具、保護衣 <9.1.2(g)>事務所 ・  既存建物内の一部を使用する。

５　特記仕様書の範囲 ・（試料数：　　　） ・（試料数：　　　） 作業内容に応じた、呼吸用保護具、保護めがねを使用すること。・  構内に新設する  （規模          ㎡程度）
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。 ・（試料数：　　　） ・（試料数：　　　）・  備え付ける備品  （                             ） 除去したアスベスト含有物の保管、運搬等 <9.1.3(c)><9.1.4(d)><9.1.5(c)>

・　植栽工事特記仕様書 ※  設けない・　外構工事特記仕様書 ※　他の内装材、廃棄物等と分別保管
アスベスト粉じん濃度測定 <9.1.1(e)>・　電気設備工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書 ※　保管場所での飛散防止を施す。また、アスベスト成形版を運搬する５．工事表示板 ・　行わない※　工事表示板　　　　　設置枚数　１枚　

場合は、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止に努める。
・　行う（測定する時期・場所等は下表による）

※　アスベスト等の保管場所である旨の表示を行う。
「JIS K 3850-1　空気中の繊維状粒子測定方法－第1部－※  建設リサイクル法による標識を設置する。

３．アスベスト アスベスト含有吹き付け材の除去工事 <9.1.3(b)>：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差、分散顕微鏡法
含有吹付け材 ・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）による。

適
用

の除去 ・　行わないⅡ　　建　築　工　事　仕　様 測定 測定時期 測定場所 測定点 室　　名　　等
６．工事用水  構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

名称 （各施工箇所ごと）１．共通仕様  　　　　　　　　・ 利用できない 作業場等の隔離等 <9.1.3(a)>・ 測定１処理作業前 処理作業室内 ※２点　　・　点図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の ※　作業場は以下によるものとし負圧除じん機にて負圧状態により（注１） ※２点　　・　点「建築物解体工事共通仕様書(最新版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）による。 ７．工事用電力  構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償） 飛散防止をすること。・ 測定２ 施工区画周辺 ※２点　　・　点ただし，「解体共通仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準仕様書（最新  　　　　　　　　・ 利用できない
又は敷地境界 ※２点　　・　点 隔離シートの性能版）」(以下「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書(最新版）」

・ 測定３処理作業中 処理作業室内 ※２点　　・　点 ※　床面 ※　0.15mm以上のプラスチックシート等で二重（以下「改修標準仕様書」という。）による。 ８．工事用通路 ・　指定しない　　・　指定する（図示）
※２点　　・　点（注１） ※　壁面 ※　0.08mm以上のプラスチックシート等なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。

・ 測定４ セキュリティ ※１点　　・　点 ただし、（一財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」に<2.2.1>９．足場その他 内部足場 ・　脚立、足場板等 ・
ゾーン入口 ※１点　　・　点 よる「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査外部足場 ・　くさび緊結式　・　単管　・　その他（　　　　　　　）２．特記仕様
（空気の流れを※１点　　・　点 証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等防護シート ・　設ける１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
　確認） ※１点　　・　点 の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

・ 測定５ 負圧・粉じん装※１点　　・　点 監督員の承諾を得ること。材料の運搬 ・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種 <表2.2.1>適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
置の排出吹出口※１点　　・　点※　Ｄ種 ・　Ｅ種３）特記事項に記載の［　］、（　）及び＜　＞内の表示番号は、それぞれ「解体共通仕様書」、 セキュリティーゾーンの設置 <9.1.3(a)>（除じん装置の※１点　　・　点「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。 ※　下表による　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労 　性能確認） ※１点　　・　点

適用 室名 状態項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章  働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工 ・ 測定６ 施工区画周辺 ※２点　　・　点
※ 更衣室 ※　更衣ロッカー ※　新品の保護具 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場 又は敷地境界 ※２点　　・　点１．一般事項 ・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の ※　呼吸用保護具保管箱 ※　洗顔、うがい設備 に関する基準」によること。 ・ 測定７処理作業後 処理作業室内 ※２点　　・　点
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上、指示に従うこと。 ・シート ※２点　　・　点・　受注者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事 10．その他 ・  酸素・アセチレン・軽油等の危険物は所定の位置に施錠できる小屋等に ※ 洗浄室 負圧 ※　エアシャワー（温水シャワー）撤去前・ 測定８ 施工区画周辺 ※２点　　・　点の円滑な進捗をはかること。 保管すること。 ・又は敷地境界 ※２点　　・　点・　施工体系図を現場に掲示すること。 ・  作業通路は，指定通路表示を行い，足場等の堅固なもので頭上の保護を ※ 前室 負圧 ・　高性能真空掃除機・ 測定９処理作業後 処理作業室内 ※２点　　・　点・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の 行うこと。 ・　使用済み保護衣保管かごシート ※２点　　・　点状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督 ・  建物周辺は，粉塵防止や火災発生に備えて散水を行うこと。 ただし、（一財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」に撤去後 ※２点　　・　点職員に提出すること。 ・  工事に関係部分の出入の表示を行うこと。 よる「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査測　定　点　総　計 点調査範囲　　※　図示
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証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等注１:周囲状況により上記によりがたい場合は、監督職員と協議する。
１．施工調査 [5.1.2] の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には２．適用基準等   次に掲げる仕様書等によること

材　料　名 仕様等（型式、厚さ、数量） 調査の範囲 監督員の承諾を得ること。（例）アスベスト粉じん濃度測定方法 （最新版） ・建設大臣官房官庁営繕部監修　工事写真の撮り方　建築編 ※　図示
測点３ 測点１，２，４，６，７，８ 測点５ 除去物及び汚染等 <9.1.3(b)>　（社）公共建築協会編　 ・　工事対象範囲

数計機器 位相差・分散顕微鏡 処理方法 ・建設工事公衆災害防止対策要綱建築工事編（最新版）
メンブレン ２５mm ４７mm ※　密封処理（二重袋梱包）国土交通省建設経済局建設業課･住宅局建築指導課監修
フィルタの直径 隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空・建設工事施工/提出書類マニュアル（最新版）
試料の吸引流量 １Ｌ／min ５Ｌ／min １０Ｌ／min 掃除機フィルタ、除じん機フィルタについても密封処理を行う。松本市建設部住宅課（教育委員会施設課）編
試料の吸引時間 ５min １２０min ２４０min ・　セメント固化

３．保険等 ・作業員は、社会保険等に加入している者であること。 ２．特別管理産業 [5.1.3][1.2.2(a)] 試料の透明化 アセトン固定－有機物灰化－屈折率浸液法
４．アスベスト アスベスト含有保温材の除去工事 <9.1.4>廃棄物等の ※　種類別に具体的な処理、回収計画を定め施工計画書に記載する。 計数条件 総合倍率４００倍、アスベスト繊維総数、通常５０視野・受注者は、解体工事着手前に施工計画書を提出し、監督職員の承諾を４. 産業廃棄物 含有保温材等 ・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）処理及び回収 特別管理産業 処分場の名称 所在地等（ｋｍ） 計数アスベスト 幅３μｍ未満、長さ５μｍ以上、アスペクト比（長さ／幅）　の取扱い 　受けること。 の除去 ・　行わない計画 廃棄物の種類 ３以上・廃棄物の処理に当たっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 

・　廃石綿 定量限界 ５０本／Ｌ ０．４７本／Ｌ ０．３本／Ｌ 養生等 <9.1.4(b)>（昭和45年法律第137号）　(以下「廃棄物処理法」という。)に基づき、知事の
記録する項目 ※　養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。　許可を取得している処分業者の処理場で処分をすること。　 ア．測定結果・廃棄物の処理を下請人に委託するときは、廃棄物処理法に基づく、産業廃棄 掻き落とし、破砕、切断による除去方法イ．測定時間　物の収集・運搬及び処分を業と  して、知事の許可を取得している者に委託す ※　行わないウ．測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）  ること。 ・　行う…この場合は改修標仕<9.1.3>「アスベスト含有吹き付け材の除去」３．PCBを含む PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量は図示） [5.4.3] エ．サンプリング条件・竣工したときは、最終処分地の案内図、処分写真、マニュフェスト制度に によること。機器類等 ・　無 （メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）　基づく最終伝票Ｄ票もしくは  Ｅ票を提出すること。下請人に委託したときは
オ．マウンティング法 除去工法 <9.1.4(c)>  産業廃棄物処理業の知事の許可証の写しを提出すること。 PCB含有シーリング材 ・　有（施工範囲は図示）[5.4.4]
カ．顕微鏡視野面積、計数視野数 ※　粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。・現場からの搬出物については、以下の通りに記録を行うこと。写真は、原則 ・　無
キ．測定時（各測定場所ごと）の ※　除去物については改修標仕<9.1.3(b)>により、密封処理とする。　デジタル写真で提出とする。　としてフィルム写真または

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に 天候、温度、湿度、外気の風速及び風量 ５．アスベスト アスベスト含有成形板の除去工事 <9.1.5>(1)産業廃棄物
納めて適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員を通じて保管事業者に

・車両番号、マニフェスト、荷台内容物の写真、搬出時間の記録 含有成形板の ・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）　　①現場搬出時 測定機関 <9.1.1(e)>
引き渡す。　　②処理場搬入時 処理 ・　行わない <9.1.5(a)>・車両番号、荷台内容物の写真、搬入時間の記録 都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関

　　③その他監督職員の指示するもの ４．特殊な建設 [7.3.1～7] 養生施工記録報告書の提出　(2)有価物 副産物の回収 回収又は処分を行う 対象機器 回収業者又は 保管場所・処分場の ※　作業場は、養生シート等を用いて区画する。１．施工計画書　　①現場搬出時・車両番号、荷台内容物の写真、搬出時間の記録 及び処分 副産物の種類 名称 処分場の名称等 所在地等
２．工事記録及び工事写真　　②処理場搬入時 除去工法 <9.1.5(b)>・車両番号、荷台内容物の写真、搬入時間の記録 ・フロン
３．産業廃棄物処理記録（廃石綿）　　③その他監督職員の指示するもの ※　作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。・ハロン
４．施工調査等記録（条規施行調査、含有分析、粉じん濃度測定等） ※　やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した　（注）車両番号・マニフェストは同時に撮影すること ・イオン化式感知器
５．作業者の作業記録、各種健康診断記録、安全衛生教育記録 状態で行うこと。　ただし、処理場搬入時の記録写真については、同様の確認ができ、処理場が ・六フッ化硫黄(SF6)ガス
６．その他必要事項 ※　除去物については、粉じんの飛散防止に努め、特に破砕されたアスベ受け入れ証明として交付する　「計量伝票」等の提出をもって替えることができ
提出部数 ３部作成計量伝票で替える場合においても、処理場までの処理場搬入写　るものとする。 ベスト含有成形板については、湿潤化の上、丈夫なプラスチック袋に

入れる等の飛散防止措置を講ずること。撮影すること。　真・追跡写真は、処理場ごと１回以上は

松本市大字島内９４４４番地２

蛍光管ストックヤード

フロン回収小屋

詳細は図A03参照

１階 6.0ｍ 169.5　ｍ2 169.5　ｍ2軽量鉄骨造

他12棟

鉄骨造 １階 4.0ｍ 45.7　ｍ2 42.7　ｍ2

・　配置する（６０日　×　１人　＝　６０人日）

・  キャスターゲート（W=6.0    H=1.8     ）×    ２箇所

・  パネルゲート  （W=          H=          ）×      箇所
・  ガードフェンス（H= 　　　   ）

設　計 課長補佐 課　長 設計年月課長補佐

Scale A3：NON
A-01

解体特記仕様書

工事名

図面名称

令和3年度松本市エコトピア山田建物解体工事

・  防炎シート（H=1.8　L=300  ）

・　設けない
（・　防音シート　　・　その他（防炎シート）)

主　査 令和3年度松本市エコトピア山田建物解体工事

公共施設マネジメント課
松本市　総務部

R3.5



設　計 照　査 課長補佐 課長補佐 課　長 設計年月

金比羅神社

山田池

エコトピア山田

▼

【　案内図　】

【　配置図　】

エコトピア山田

5.
5ｍ

山田地区公民館

Scale A3：NON

★　引込柱

▲

▲　車輛出入口

市道　1035線
幅員7.0ｍ程度

①指導所

②蛍光管ストックヤード

③スプリング入製品置場

④車庫１

⑤物置１

⑥車庫２

⑦車庫３

⑧物置２

⑨フロン回収小屋

⑩分別指導所

⑪仮設トイレ

⑬物置３

⑫既製品物置

解体建物：①～⑬+引込柱4本

①②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪
⑫

⑬
▲

外周仮囲い範囲　540ｍ2（300ｍ×H1.
8m)

既存フェンスに防炎シート

A
B

A 管理棟（既存のまま）

B　埋立ごみストックヤード（既存のまま）

★ｱ★ｲ

案内図、配置図

工事名

図面名称

主　査 令和3年度松本市エコトピア山田建物解体工事

周囲に粉塵が飛散しないよう、建物解体時には散水を十分に行うこと。

A-02

★ｳ
★ｴ

公共施設マネジメント課
松本市　総務部

R3.5



2.1

施設建物等一覧

設　計 照　査 課長補佐 課長補佐 課　長 設計年月

Scale図面名称

A-03
A3：NON

工事名

■解体建物リスト

既存図備考

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

プレハブ

自転車置場利用

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

トイレ：仮設　使用中止中

×

H15

H13

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

S52頃

指導所

車庫１

物置１

車庫２

車庫３

物置２

フロン回収小屋

分別指導所

トイレ

既製品物置

軽量鉄骨造　平屋

軽量鉄骨造　平屋

鉄骨造　平屋

鉄骨造　平屋

鉄骨造　平屋

鉄骨造　平屋

木造（一部鉄骨）平屋

鉄骨造　平屋

鉄骨造　平屋

鉄骨造　平屋

RC布基礎

独立基礎

独立基礎

独立基礎

独立基礎

RC布基礎

RC布基礎

独立基礎

RC布基礎

独立基礎

10.2

169.5

10

69.75

17.39

30.55

40.95

25.3

42.78

88.48

2.2

4.35

3.5

6

2

3

4

3.2

セメント系サイディング

鋼板

鋼板

鋼板

鋼板

鋼板

プラスチック

鋼板

スプリング入製品置場

蛍光管ストックヤード

不明物置３ 3.24

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱 6

③

⑬

⑫

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

①

②

建物名称 建築年 構造 基礎形状 建築 外壁高さ
（ｍ2）
延面積

面積 （ｍ）

建物名称

管理棟

建築年

S62

H15

構造 基礎形状

　平屋
鉄筋コンクリート造

軽量鉄骨造　平屋

（300φ/10ｍ/30本）
杭

RC布基礎

148.0

321.3

建築
面積

6.05

6.39

外壁 既存図

△

○

備考延面積
（ｍ2）

高さ
（ｍ）

リシン吹付の上、防水型複層塗材E　281ｍ2
（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有　レベル1）

亜鉛メッキ鋼板

・内壁天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ17.8ｍ2
（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有ﾚﾍﾞﾙ3）
・トラックスケール

埋立ごみストックヤード

■既存利用建物リスト（存置）

A

B

【既存のまま】

【既存のまま】ｺﾝｸﾘｰﾄ土間、金物置場共

鉄骨造　平屋

解体対象建物等一覧

令和3年度松本市エコトピア山田建物解体工事主　査

鋼管柱（基礎共）

鋼管柱（基礎共）

鋼管柱（基礎共）

φ130

φ300

5 φ130

φ130　隣の監視カメラも5

5.5

引込柱-ｱ

引込柱-ｲ

引込柱-ｳ

引込柱-ｴ

亜鉛ﾒｯｷ鋼板

6.2

3

5

5

2.1

2.8

亜鉛鋼板

金属系サイディング

サイディング、ポリカ

金属系サイディング

支線1本

支線1本

なし

なし

コンクリート土間撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間、U字溝、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去

松本市　総務部
公共施設マネジメント課 R3.5



仕上表

As舗装　存置

78ｍ2

※手摺なし

設　計 照　査 課長補佐 課　長 設計年月 工事名課長補佐

25,300
6,500 2,775

1
,
7
0
0

1
2
,
7
0
0

3
,
6
7
5

金物置場

Scale
A3：1/80
1/200、1/400

存置

存置

計量スケール

存置

軒天

屋根

外壁

ﾄﾞｱ

窓開口部

外部巾木（腰壁）

竪樋

軒樋

その他

天井

壁

床

■外部仕上表

■内部仕上表

折板表し

内部：ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金ﾒｯｷ鋼板　ｔ＝0.27

外部：ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金ﾒｯｷ鋼板　ｔ＝0.27

ｱﾙﾐ製

アルミサッシ引違い

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

塩ビ

塩ビ

冷暖房機、換気扇

ミニキッチン

化粧石膏ボード

土間：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

（断熱材ｔ＝40内蔵）

基礎断面詳細図

300

210

730

300

配置図　S=1/400

鉄筋：SD295A
ｺﾝｸﾘｰﾄ：FC=21N/ｍｍ

A-04

①指導所　解体

③スプリング入製品置場　解体
（自転車置場）

B 埋立ごみストックヤード

A 管理棟　存置

石膏ボードの上　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

事務室：フローリング

2,775

2,775

3,
51
5

平面図　S=1/200 天井伏図　S=1/200

北面立面図　S=1/400 西面立面図　S=1/400

南面立面図　S=1/400 東面立面図　S=1/400

断面図-1　 S=1/400

断面図-2　 S=1/400

断面図-1　 S=1/80

建具表　S=1/200

3,
67
5 指導所

AW/1

AW/1AW/1

AD/1

土間

LGS下地（ｸﾞﾗｽｳｰﾙｔ50）
化粧石膏ボードｔ9.5
（ｸﾞﾗｽｳｰﾙｔ50）

天井
軒樋：塩ビ製　105φ/2
竪樋：塩ビ製　60φ

屋根：折板ｔ0.6　H88

内壁
LGS下地
化粧石膏ボードｔ12.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

外壁ﾊﾟﾈﾙ 内部：ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ0.27
断熱材ｔ40内蔵

外部：ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛ﾒｯｷ鋼板ｔ0.27

AW/1AD/1

2000×1620 900×1675

捨てﾍﾞﾆﾔｔ4
コンパネｔ12
根太
大引き

フローリング

床

指導所1

図面名称 解体建物-1　①指導所

主　査

1カ所

3カ所

令和3年度松本市エコトピア山田建物解体工事
松本市　総務部

公共施設マネジメント課 R3.5




